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△　吉，ど巨茎ユ生産技術研づヒ所協議會2ま牛歳孟：りK二7月1日

の午後2時から生産技術研究所で開かれた．展示研究事

項の参観が午後5時過ぎまでかかったことは，案内者た

る研究所員の熱心さもさることながら協議員の方々の興

昧と芦旨の深窪にもよるものであろう．護者のJv々にも

常時これらの研究をお口にかけられるように常設展示場

を皐く設けたいという計壷もある．

△瀬藤所長の現ftk報告の中に，現研究者の任務爽朋の

揚合の補償制度として毎年國の得た利往の40％を蟹明

者に支梯う旨の要項案が，文部省における會議でまとま

つたとの報告があつた．研究者の乏しいふところをうる

おす取りきめは結構なことである．この實績補償が俸給．

の倍額を超えることを禁止する1項については一般tC不．

詳判であるそうで，やがてこの1項はまつ殺されること

になるよう『C’ある．

△　研究所K二助成機關の必要なことは言をまたない．財

園法人組織とか特疋の會肚組織で作られることは望まし

い．基金については各協議員からいろいる助言があつ

た，軍に寄附を受けるのでなく，葦託研究の代償として
　　　　　　　　　　　．
委託者側の好意の下1・C受取ることは多数賛戌されたとこ

ろであつた．研究助成機腿については井口協議員からも

學術會議でこれを話題とLr同會議が財團法人等設立の

先蓮となつているという＝ユースを話された・また同會

議では委託紹理のむっかしいのは會計法に原因するとい

うことから，同法の改正が望ましいという結諭を斑して

いるそうである．曾計組理が．一完の枠にしばられて窮屈

すぎること匹ついては．卜分考慮の必要がある旨，石川會

長も認めら才した．

△　新谷協議員は米國の遠隔管理について注r1すべき鮎

のあることを彊調された．これらは許されて見學する機

會の來ることが待たれる．生研では自働制御については

研究協議員の方々はすべて專門技衛者であるから，專門

別に協議員の方々と專門部會の持たれることが望まれ

る．

△　石川曾長は委託の振興も趾する所lr瀬が本であると

衝かれている・人的接鰯がまず必要なゆえんである．す

なわち街頭進出是非工　これは今の生研にとつて頂門の

一針といえよう・

△生研はいまや龍を描きつつある・龍とは街頭進出や

施設の捜充であろう．さいわい人的には恵まれていると

自負する．これにひとみを鮎ずる日も遠くはあるまい・

卓かしその時は生研所員残らずが産業技術者と四つに販

組んで，もつともつとめざましい反慮の渦中に叡智のま

なざLをかがやかせているときであるう．
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